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2022年11月号のテーマは！

令和5年度に活用できる太陽光補助金情報を紹介！

今月号では自家消費型太陽光発電を導入する際に活用できる太陽光補助金についてご紹介いたします。
自社で太陽光発電に取り組みたい方は必見です！
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9:00～18:00（休業日：土日祝）

太陽光発電で活用できる補助金3選

ストレージパリティの達成に向けた
太陽光発電設備等の価格低減促進事業（環境省）

要求額
200億円の内数
（38億円の内数）

【目的】 PPAモデルを活用した自家消費型太陽光や蓄電池の導入支援
を通してストレージパリティの達成を目指す

【対象設備】①自家消費太陽光発電システム
②蓄電池
③EV車
④充放電設備（V2H等）

項目 補助率

太陽光発電設備
（定額）

購入モデル：４万円/kW

PPA・リース:５万円/kW

※1戸建て住宅（PPA・リース）:７万円/kW

蓄電池（定額） 補助対象経費の1/3

EV（定額） 補助対象経費の1/3（※外部給電可能なものに限る）

充放電設備
※EV等をV2H充放電設備とセットで購入する場合に限り、蓄

電池容量の1/2×4万円/kWh補助

【補助率】

※1戸建て住宅の購入モデルは対象外

【対象】 民間事業者

【備考】 ①令和5年度から蓄電池（V2H充放電設備を含む）が応募必須要件となりました。
②太陽光発電の逆潮流は禁止となり、「完全自家消費のみ」となります。
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★補助金を活用してお得に太陽光を導入したい方！まず弊社にご相談を！★

補助金を活用することによって、お得に太陽光発電等の設備を導入することが可能となり
ます。
しかし、補助金を調べて理解するだけでも手間であり、活用できる補助金を網羅するのは
一苦労です。弊社は、各種補助金の中からお客様に最大のメリットをお届けできるような
太陽光発電の提案をさせていただきます。補助金を活用した太陽光発電の導入をご検討の
方は、是非お気軽に弊社までご相談ください！
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新たな手法による再エネ導入・価格低減促進事業
要求額

200億円の内数

対象設備 補助率

駐車場（ソーラーカーポート） 1/3

営農地、ため池、廃棄物処分場（埋立地） 1/2

オフサイトからの自営線による再エネ調達促進事業 1/3

再エネ熱利用・自家消費型再エネ発電等（太陽光除く） 3/4、1/3、1/2

新たな再エネ導入手法の価格低減促進調査検討事業 ※委託

【補助率】

【対象】 民間企業、その他法人（社会福祉法人、医療法人）

※計画策定：3/4（上限1,000万円）設備等導入：1/3、1/2

需要家主導による太陽光発電導入促進補助金
要求額

165億円の内数

【補助率】

【対象設備】機器購入等

自治体連携型：2/3
その他：1/2

【対象】 民間事業者および自治体

【備考】 ① 令和5年度より蓄電池併設型の設備導入支援を拡充
② FIT、FIP制度を活用しない、自己託送ではないこと
③ 合計2MW以上の新設設備で、単価が25万円/kW（ACベース）未満で

あること
④ 8年以上にわたり、一定量以上の電気の利用契約等を締結すること
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